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事　　　業　　　名

定住促進対策事業 農産物加工実習センター・

農畜産物直売所管理運営事業地域力創造事業

碧水高齢者コミュニティセンター整備事業 道営農業農村整備事業

災害対策用物資備蓄事業 観光ＰＲ推進事業

介護予防支援事業 ひまわりの里基本計画策定事業

簡易水道福祉料金支援・福祉灯油購入助成事業 北竜温泉管理運営事業

介護従事者確保推進事業 河川維持管理事業

和保育所運営事業 深川地区消防組合負担金事業

妊婦健診・交通費・産後健診助成事業 社会教育事業

新生児検診助成・小児予防接種事業 学校教育施設維持管理事業

不妊治療費助成・がん検診推進事業 社会教育施設維持管理事業

特産品ＰＲ・栽培ハウス支援事業事業 小学校開校 120 周年記念事業

● ふるさと納税を始めてから毎年申し込ませていただいております。粘りけが強く、冷めても美味し

くいただけるのが良いですね。妻も気に入っており、つわりが始まっても食べられる唯一の米で助かっ

ています。（兵庫県）  

● 田から餅の大ファンになり、毎年納税させていただいております。ふるさと納税の取り組みがなけ

れば、このような美味しいお餅を提供している北竜町のことを知らないままでした。今後も北竜町の

農産業のますますの発展を願っております。（千葉県）

● 今年二度目のお米をお願いしました。ほんとに柔らかくて、味があって、炊きたてはもちろん、お

にぎりがとても美味しいです。このお米にしてから、家族全員、ご飯の食べる量が増えました。ごち

そうさまです。（千葉県） 

● 北竜町のひまわり畑は本州のものに比べると、スケールが大きくてきれいでした。今年も道内外か

らのお客さんでたくさん賑わい、多くの人に感動を届けてください。（北海道）

● 北竜町のお米は玄米で食べても最高に美味しい、日本で一番のブランド米だと思います。美味と健

康を頂き、心から感謝しております。北竜町の皆様、本当にありがとうございます。（神奈川県） 

● おいしいメロンいっぱい作ってもらって、地域が豊かになることを応援致します。（大阪府）

● いつもおいしくいただいております。妻が「北竜町のゆめぴりかじゃないとヤダ！」と言うくらい、

おいしいです。（東京都）

北竜町のふるさと納税

令和元年度
　北竜町ふるさと応援基金充当事業の概要

ふるさと納税応援メッセージの一部をご紹介

■寄付金充当事業一覧
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事　　　業　　　名 　金　額 ( 円 )

情報システム管理運用事業 2,592,000

地域力創造事業 3,600,000

定住促進対策事業 3,440,000

高齢者生活支援・生きがい対策・介護予防支援事業 17,727,889

福祉灯油等購入助成・簡易水道福祉料金支援事業 1,930,000

和保育所運営事業 19,950,000

町立診療所運営事業 1,150,416

不妊治療費・妊婦健診費助成事業 1,631,231

がん検診推進事業 3,102,040

特産物推進事業 2,032,153

農産物加工実習センター・直売所維持管理事業 2,545,020

商工業活性化推進事業 956,000

ひまわりの里整備事業 41,429,200

北竜温泉バス購入事業 23,147,620

学校教育助成事業 16,172,502

社会教育施設・維持管理事業 4,982,364

合計 146,388,435

■寄付金充当事業一覧

■寄付金内訳

事　　　業　　　名 件　数 　金　額 ( 円 )

指定しない 282 6,253,000

観光 ･ 産業の振興 6,459 79,485,000

教育 ･ 子育ての充実 8,861 112,920,000

医療 ･ 福祉の充実 2,717 33,243,000

その他の目的 7,152 89,698,173

合計 25,471 321,599,173

北竜町のふるさと納税

平成３０年度
　北竜町ふるさと応援基金寄付金の概要
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　６月１５日、真竜神社境内にある和忠魂碑前にて戦

没者慰霊祭が行われました。

　和忠魂碑には和地区戦没者の英霊８０柱が祭られ、

毎年この日に和忠魂碑を守る会（会長 澤田正人）が慰

霊祭を行っており、当日は、佐野町長や佐々木議会議

長をはじめ、４８名の参列者のもと、異国の地で激務

を遂行し戦禍に倒れた若き命に哀悼の意を捧げました。

和忠魂碑を守る会による

戦没者慰霊祭

　５月２２日、北竜町商工会女性部の皆さんの手によ

り、国道２７５号線沿いを中心にフラワーポットが設

置されました。例年、開発局ボランティア・サポート・

プログラム活動の一環として実施されているもので、

ベコニア・サフィニア・マリーゴールドなどの花々が

植え付けられたフラワーポットが、初夏を迎えた北竜

の街並みを彩りました。

　また、６月４日には役場職員が勤務終了後、和保育

所から北竜町商工会までの国道２７５号線の植樹枡に

ひまわりなどの花の苗植えを実施。観光シーズンには、

北竜町を訪れる方をひまわりでお出迎えします。

観光シーズンに向けて

花々が街並みを彩ります

●ひまわりすいか

　６月６日、「ひまわりすいか」がＪＡきたそらち北

竜支所選果場に２１ケース初出荷されました。

　「２月当初の好天で作業が順調に進み、途中３月中

旬の荒れた天気に苦労させられたものの、寒暖差によ

り美味しいスイカができました」と渡邊俊成ひまわり

すいか生産組合長が出荷の喜びを語ってくれました。

●ひまわりメロン

　６月１３日には、「ひまわりメロン」が、同選果場

に１０ケース初出荷されました。

　北竜メロン生産組合(竹林信幸組合長)の渡邊靖範さ

んは「５月下旬の異常な高温などにより温度管理には

苦労したが、春作業は比較的順調に進み、素晴らしい

メロンに仕上がりました」と笑顔で話してくれました。

ひまわりすいか・ひまわり

メロンの出荷を開始

ひまわりスイカ初出荷

ひまわりメロン初出荷
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サークル名

代表者：山下好晴さん

「ひまわりダンス同好会」

■昭和５８年設立　　　■会員数　男性５名・女性１２名 ： 計１７名

北
竜
町
の

文
化
サ
ー
ク
ル
を
ご
紹
介 ●活動の内容

・ダンス例会

　（毎週水曜日　１３：３０～１５：００）

・日帰り研修（１１月）

　（食事・カラオケ・ダンス・ゲーム等）

・町民文化祭（１１月）

・クリスマス・チャリティー・ダンスパ

ーティー（１２月）

・新春ダンスパーティー（１月）

・年度末ダンスパーティー（３月）

●代表者から一言

　ダンスの姿勢は背筋を伸ばし、スーッ

と立つことが基本です。音楽に合わせて

男女互いに手を取り合い、組む、そして

基本ステップを踏む。これが精神と体に

良いとされています（認知症予防に最適

とされています）。

　健康維持と友情親睦をモットーとして

いる楽しいサークルです。指導者は中村

静雄氏で、初心者もＯＫです！

第
二
回

　５月２６日、ひまわりパークゴルフ場にて、第１９

回町長杯町民パークゴルフ大会が開催されました。

　当日は季節外れの真夏日となりましたが、晴天に恵

まれ総勢５１名が参加。ホールインワンも飛び出すな

ど大いに賑わいました。またパークゴルフ初心者も数

多く参加され、皆でプレーを楽しみながら親睦を深め

ていました。なお、大会結果は以下の通りです（敬称略）。

第１９回 町長杯

町民パークゴルフ大会開催

優　勝：伊藤 勝造
準優勝：干場 正
第３位：髙橋 孝芳

優　勝：吉本 米子
準優勝：小林 フミ子
第３位：四辻 明子

佐光　勉（Ａ－７）
佐野　豊（Ｂ－５）

男性 女性 特別賞（ホールインワン）
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第２５回　参議院議員通常選挙

■投票できる方
　　北竜町で投票できる方は、次の基準により北竜町選挙人名簿に登録されている方です。

　　・平成１３年７月２２日以前に生まれた方

　　　（ただし、満１８歳に達するまでは期日前投票はできません）

　　・平成３１年３月３日以前に転入され、引き続き３ヶ月以上在住している方

■期日前投票及び不在者投票
　　投票日に投票所に行けない方は、期日前投票又は不在者投票ができます。

　　手続きは入場券を持参され、所定の用紙に住所、氏名を記入し、該当項目を○印するだけです。

　　入院等で投票所に行けない方は不在者投票が出来ますので選挙管理委員会へお問い合わせください。

　　　■期日前投票　　７月５日(金)から７月２０日(土)まで

　　　　　　　　　　　時間　午前８時３０分～午後８時

　　　　　　　　　　　場所　すこやかセンター　１階　介護相談室

　　　■不在者投票　　７月２１日(日)までに届くよう、郵便で送り返してください。

■投票者送迎バス運行

　　投票日当日、美葉牛・碧水方面に、下記のとおり投票所までの無料送迎バスを運行いたします。

　　（午前中の一便のみの運行となっております。）

投票日　７月２１日(日）
　　　　　投票時間　 午前７時から午後７時まで

　　　　　投 票 所　 北竜町公民館講堂

　　　　　開票時間　 午後８時から

　　　　　開票場所　 北竜町公民館大ホール（参観人～先着５０人)
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今
年
早
く
も
半
年
が
過
ぎ
、

後
半
に
な
っ
た
。
五
月
に
真

夏
日
、
こ
の
夏
は
ど
う
な
る
か
、

気
に
か
か
る
。

　

昭
和
（
戦
後
）
か
ら
平
成

に
か
け
、「
地
域
づ
く
り
」「
仲

間
づ
く
り
」「
人
づ
く
り
」
を

理
念
に
青
年
団
活
動
が
行
わ

れ
て
き
た
。
五
十
代
以
上
の

方
な
ら
活
動
し
た
人
が
ほ
と

ん
ど
だ
と
思
う
が
、
約
二
十

年
前
に
北
竜
町
か
ら
姿
を
消

し
た
。
減
少
し
つ
つ
も
道
内
・

全
国
津
々
浦
々
で
活
動
は
継

続
し
て
い
る
。

　

そ
の
理
念
を
基
に
始
ま
っ

た
も
の
が
あ
る
。
素
人
そ
ば

打
ち
段
位
認
定
制
度
で
あ

り
、
一
般
社
団
法
人
全
麺
協
が
、

平
成
九
年
か
ら
実
施
し
て
い

る
。
六
月
現
在
、
初
段
位
か

ら
五
段
位
ま
で
一
万
四
千
六

百
超
が
認
定
さ
れ
た
。
平
成

二
十
八
年
、「
そ
ば
道
の
基
本

理
念
・
そ
ば
道
憲
章
」
を
制

定
し
、
手
打
ち
そ
ば
を
通
じ

て
「
そ
ば
食
楽
部
北
竜
」
の

歩
む
べ
き
道
を
示
し
て
い
る
。

　

「
そ
ば
食
楽
部
北
竜
」
は

十
六
年
目
を
迎
え
た
。
初
・

二
段
位
認
定
会
は
十
四
回
を

数
え
、
三
段
位
認
定
会
も
開

催
し
た
。
ま
た
、
全
麺
協
主

催
の
研
修
会
や
そ
ば
大
学
な

ど
が
開
催
さ
れ
、
大
勢
の
人

が
来
町
し
て
い
る
。
町
や
農

協
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
に
も
積

極
的
に
協
力
し
、
老
若
男
女
、

地
域
を
越
え
て
「
地
域
・
仲
間
・

自
分
」
を
高
め
る
た
め
、
活

動
を
続
け
て
い
る
。

　

本
年
十
月
に
は
、
四
段
位

認
定
会
が
北
竜
町
で
開
催
さ

れ
る
。

　
　
　
　
　
　
　

（
中
村
尚
一
）

　

令
和
元
年
第
３
回
臨
時
会
は
５

月
17
日
に
招
集
さ
れ
、
提
出
さ
れ

た
案
件
を
審
議
し
、
閉
会
い
た
し

ま
し
た
。

原
案
可
決

○
財
産
の
取
得
に
つ
い
て
（
除
雪

ト
ラ
ッ
ク
）

議会広報委員会Ｎｏ．３３７

　
６
月
12
・
13
日
、
町
理
事
者
・

担
当
課
長
出
席
の
も
と
、
一
部
事

務
組
合
と
町
内
行
政
視
察
を
実
施

し
ま
し
た
。

■
視
察
場
所

○
一
部
事
務
組
合
視
察
（
12
日
）

　

・
北
空
知
衛
生
施
設
組
合

　

・
深
川
地
区
消
防
組
合

　

・
北
空
知
圏
学
校
給
食
組
合

　

・
Ｊ
Ａ
き
た
そ
ら
ち
精
米
施
設

　

・
北
空
知
衛
生
セ
ン
タ
ー
組
合

　

・
北
空
知
広
域
水
道
企
業
団

【
佐
々
木
議
会
議
長
が
空
知
町

村
議
会
議
長
会
会
長
に
就
任
】

　

５
月
16
日
に
空
知
町
村
議
会
議

長
会
臨
時
総
会
が
開
か
れ
、
佐
々

木
議
会
議
長
が
第
16
代
目
会
長
に

就
任
し
ま
し
た
。

　

今
後
と
も
ご
指
導
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。

○
町
内
視
察
（
13
日
）

社
会
教
育
施
設
、
商
業
活
性
化
施

設
コ
コ
ワ
、永
楽
園
、町
立
診
療
所
、

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
、
農
業
集
落

排
水
処
理
施
設
、
や
わ
ら
保
育
園

建
設
予
定
地
、
碧
水
高
齢
者
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
、
サ
ン
フ
ラ

ワ
ー
パ
ー
ク
北
竜
温
泉
、
み
の
り

っ
ち
、
ひ
ま
わ
り
の
里
、
観
光
セ

ン
タ
ー
、
北
竜
消
防
支
署　

他建設業者による
（仮称）やわら保育園の建設説明
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～国民健康保険からのお知らせ～

　国民健康保険の被保険者の所得や国民健康保険事業費納付金の動向などを勘案し、令和元年

度国民健康保険料を決定いたしました。

　国民健康保険料は、医療分と後期高齢者支援金分、介護分( ４０歳以上６５歳未満の方にか

かる保険料）があり、下記の表からそれぞれ算出し、合計した金額が年間の保険料となります。

令和元年度国民健康保険料率

　世帯主及びその世帯に属する被保険者全員の所得額が基準以下の世帯は、保険料（均等割額・

平等割額）が軽減されます。５割及び２割軽減の対象世帯が拡大されました。

令和元年度の国民健康保険料について
（平成31年度）

保　険　料　の　軽　減

国民健康保険は、加入者同士の助け合いの制度です。元気な時は、保険料支払いが意味の無

いものに感じられるかもしれませんが、自分の医療費を誰かに負担してもらう時がくるとい

う意識をお持ちいただき、国民健康保険制度へのみなさんのご理解とご協力をお願いします。

■問い合わせ先

　●保険料に関すること　　　　　　　　役場総務課税務係　　　　℡３４－２１１１

　●国保制度・医療費等に関すること　　役場住民課国保医療係　　℡３４－２１１１
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国民年金保険料は
納付期限までに納めましょう

　平成３１年４月分から令和２年３月分までの国民年金保険料は、月額１６，４１０円です。

　保険料は日本年金機構から送られる納付書により、金融機関・郵便局・コンビニで納めることが

できます。また、クレジットカードによる納付やインターネット等を利用しての納付、そして便利

な口座振替もあります。

　日本年金機構では、国民年金保険料を納期限までに納めていただけない方に対して、電話、書面、

面談により早期に納めていただくよう案内を行っております。

　未納のまま放置されると、強制徴収の手続きによって督促を行い、指定された期限までに納付が

無い場合は、延滞金を課せられるだけではなく、納付義務のある方（※）の財産を差し押さえるこ

とがありますので、早めの納付をお願いします。

　所得が少ないなど保険料の納付が困難な場合は、免除される制度や猶予される制度がありますの

で、役場の国民年金窓口へご相談するようお願いします。

（※）納付義務者は被保険者本人、連帯して納付する義務を負う配偶者及び世帯主になります。

■問い合わせ先
砂川年金事務所　　　　　℡０１２５－５２－２１４４

役場住民課戸籍年金係　　℡３４－２１１１

※問い合わせの際は、年金手帳など基礎年金番号がわかるものをご用意ください。

所得段階 対象者（６５歳以上の方）
現行 今年度

調整率 保険料（年額） 調整率 保険料（年額）

第１段階

・生活保護受給者

・老齢福祉年金受給者で、

　世帯全員が町民税非課税の方

・世帯全員が町民税非課税で、

　課税年金収入額と合計所得金額

　の合計が８０万円以下の方

基準額×

０．４５
２７，０００円

基準額×

０．３７５
２２，５００円

第２段階

世帯全員が町民税非課税で課税年

金収入額と合計所得金額の合計が

８０万円超１２０万円以下の方

基準額×

０．７５
４５，０００円

基準額×

０．６２５
３７，５００円

第３段階

世帯全員が町民税非課税で、課税

年金収入額と合計所得金額の合計

が１２０万円超の方

基準額×

０．７５
４５，０００円

基準額×

０．７２５
４３，５００円

【問い合わせ先】役場住民課介護保険係　℡３４－２１１１

■低所得者の介護保険料が軽減されます
令和元年１０月の消費税率１０％への引き上げに伴い、６５歳以上で世帯全員が町民税非課税の方

の保険料が軽減されます。第４～９段階の保険料は昨年度と同額です。
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今
月
の
行
政
相
談

　

毎
日
の
暮
ら
し
の
中
で
行
政
が

行
っ
て
い
る
年
金
、
道
路
、
河
川
、

窓
口
サ
ー
ビ
ス
等
に
対
す
る
、
不

満
や
苦
情
又
は
要
望
や
意
見
な
ど

を
受
付
て
い
ま
す
。

　

相
談
は
無
料
で
口
頭
、
電
話
、

手
紙
で
の
相
談
は
い
つ
で
も
受
付

て
い
ま
す
。

今
月
の
定
例
相
談
日

　

７
月
16
日(

火)

　

午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

場
所　

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

行
政
相
談
委
員

　

長
谷
川 

秀
幸

　

℡
３
４
・
２
６
１
１

生
活
相
談
会
の
開
催
に

つ
い
て

　

空
知
総
合
振
興
局
か
ら
委
託
を

受
け
て
い
る
そ
ら
ち
生
活
サ
ポ
ー

ト
セ
ン
タ
ー
職
員
に
よ
る
生
活
相

談
会
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

　

お
仕
事
に
関
す
る
こ
と
、
家
族

の
こ
と
、
日
常
生
活
に
か
か
わ
る

様
々
な
悩
み
や
不
安
に
つ
い
て
相

談
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

　

ご
利
用
さ
れ
る
方
は
前
日
の
午

後
５
時
ま
で
に
電
話
に
て
予
約
を

し
て
く
だ
さ
い
。

日
時　

７
月
25
日(

木)

　
　
　

午
後
１
時
～
４
時

場
所

役
場
住
民
課

す
こ
や
か
セ
ン
タ
ー
介
護
相
談
室

申
し
込
み
先

・
そ
ら
ち
生
活
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

℡
０
１
２
０
・
２
７
９
・
２
３
４

℡
０
１
２
６
・
３
４
・
５
４
１
４

・
役
場
住
民
課
福
祉
係

℡
３
４
・
２
１
１
１

月日 医 療 機 関 名 医療機関名（歯科）※診療時間
は9時～12時

7/7
（日）

深川市立病院
 (担当医・北竜町立診療所
 　　　　　　　　所長　浦本 幸彦）

℡ 22-1101

きたじま歯科クリニック
℡ 26-8881

7/14
（日）

深川市立病院
℡ 22-1101

赤平ファミリー歯科クリニック
℡ 0125-32-4884

7/15
（月）

深川第一病院
℡ 23-3511

芦別ふじい歯科医院
℡ 0124-22-1221

7/21
（日）

深川市立病院
 (担当医・たかはし内科消化器内科
 　　　　　　　  院長　高橋 公平）

℡ 22-1101

西尾歯科医院
℡ 0125-23-4816

7/28
（日）

深川市立病院
 (担当医・深川内科クリニック
 　　　　　　　　  院長　山崎 充）

℡ 22-1101

もじり歯科クリニック
℡ 0125-32-1181

8/4
（日）

深川市立病院
℡ 22-1101

啓南歯科医院
℡ 0125-24-1020

休　日　当　番　医

■夜間急病テレホンセンター ℡ 22-4100
※急病のため夜間・深夜・土曜日の午後から診療を受ける場合は、

　夜間急病テレホンセンターに電話をしてから受診してください。

７月の保健行事

乳幼児健診

 11日(木) 12:00～

 　すこやかセンター

すこやかセンター親子自由開放

 18日(木) 10:00～16:00

 　すこやかセンター

健康相談

 31日(水) 10:00～11:00

          　すこやかセンター

　　　　  13:30～14:30

          　碧水地域支え合いセンター

保
護
司
さ
ん
が

　
　
　
変
わ
り
ま
し
た

　

本
町
の
保
護
司
と
し
て
ご
尽
力

頂
い
た
古
作
町
内
会 

高
橋
敬
子

さ
ん
の
任
期
満
了
に
伴
い
、
新
た

に
和
町
町
内
会 
奥
田
和
寛
さ
ん

が
保
護
司
と
し
て
、
任
命
さ
れ
ま

し
た
。

　

保
護
司
は
、
犯
罪
を
犯
し
た
人

や
非
行
に
走
っ
た
人
達
の
立
ち
直

り
の
援
助
や
、
地
域
住
民
か
ら
の

犯
罪
や
非
行
の
予
防
に
関
す
る
相

談
に
応
じ
、
必
要
な
助
言
・
指
導

を
行
う
等
、
更
正
保
護
行
政
の
重

要
な
役
割
を
担
っ
て
い
ま
す
。

現
在
、
町
内
の
保
護
司
は
次
の

方
々
で
す
。

　

○
板
谷
町
内
会　

石
井　

保
夫

　

○
古
作
町
内
会　

前
田　

規
文

　

○
三
谷
町
内
会　

後
藤　
　

司

　

○
和
町
町
内
会　

奥
田　

和
寛
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ちびっこひろば
○日  時　７月３日（水）10:00～11:30

　場  所　和保育所内　支援センター室

　内  容　戸外遊び「水開き」

　持ち物　水遊びの準備

○日  時　７月10日（水）10:00～11:30

　場  所　現地集合

　内  容　「妹背牛うらら公園」散策・水遊び

　持ち物　水遊びの準備

○日  時　７月24日（水）10:00～11:30

　場  所　ひまわりの里トイレ前

　内  容　お散歩「ひまわりの里」散策

ピカピカキッズ
○日  時　７月19日（金）10:00～11:30

　場  所　Ｂ＆Ｇ海洋センター 

　内  容　親子のふれあい遊び「プール」 

　持ち物　水着・帽子・バスタオル・着替え

北竜町地域子育て支援センター
℡ ３４ー３６７７

北
竜
町
交
通
安
全

町
民
集
会
に
つ
い
て

　

北
竜
町
交
通
安
全
町
民
集
会
を

７
月
12
日(

金)
午
前
９
時
30
分
よ

り
公
民
館
大
ホ
ー
ル
で
実
施
し
ま

す
。

　

ま
た
集
会
終
了
後
に
は
、
公
民

館
前
の
国
道
２
７
５
号
線
沿
い
に

て
、
ジ
ャ
ン
ボ
人
の
波
運
動
を
行

い
ま
す
。

　

町
民
皆
さ
ま
の
参
加
を
お
待
ち

し
て
お
り
ま
す
。

特
定
医
療
費
受
給
者
等

更
新
申
請
に
つ
い
て

　

次
の
医
療
受
給
者
証
を
お
持
ち

の
方
で
、
有
効
期
間
が
令
和
元
年

９
月
30
日
で
満
了
と
な
る
方
の
、

更
新
申
請(

継
続
申
請)

を
受
け
付

け
ま
す
。

　

な
お
、
受
給
者
証
を
お
持
ち
の

方
が
転
入
さ
れ
た
場
合
や
亡
く
な

ら
れ
た
方
も
手
続
き
が
必
要
で
す
。

医
療
受
給
者
証
の
種
類

・
特
定
医
療
費(

指
定
難
病)

受
給

者
証

・
特
定
疾
患
医
療
受
給
者
証

・
ウ
イ
ル
ス
性
肝
炎
進
行
防
止
対

策
医
療
受
給
者
証

・
ウ
イ
ル
ス
性
肝
炎
進
行
防
止
対

策(

肝
炎
治
療
特
別
促
進
事
業)

医

療
受
給
者
証

受
付
期
間
　
７
月
１
日(

月)

～

　
　
　
　
　

9
月
30
日(

月)

受
付
・
問
い
合
わ
せ
先

　

深
川
保
健
所

　

健
康
推
進
課
保
健
係

　

℡
２
２
・
１
４
２
１

マ
リ
ン
レ
ジ
ャ
ー
を

安
全
に
楽
し
む
た
め
に

留
萌
海
上
保
安
部
か
ら
の
お
願
い

　

夏
は
マ
リ
ン
レ
ジ
ャ
ー
を
楽
し

む
機
会
が
増
え
、
事
故
の
危
険
性

が
高
ま
り
ま
す
。
安
全
に
楽
し
む

た
め
に
、事
前
に
海
の
気
象
情
報
・

安
全
情
報
を
収
集
し
、
も
し
も
に

備
え
て
、『
自
己
救
命
策
３
つ
の

基
本
』
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

①
海
に
落
ち
て
も
沈
ま
な
い

　
ラ
イ
フ
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
の
着
用

②
防
水
対
策
を
し
た

　
携
帯
電
話
の
携
行

③
海
の
事
故
（
緊
急
番
号
）

　
１
１
８
番
の
活
用

【
海
水
浴
を
さ
れ
る
方
】

・
遊
泳
禁
止
場
所
で
の
事
故
が
多

発
し
て
い
ま
す
。
決
め
ら
れ
た
遊

泳
場
所
で
泳
ぎ
ま
し
ょ
う
。

・
保
護
者
の
方
は
お
子
様
か
ら
目

を
離
さ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

・
飲
酒
後
の
遊
泳
は
絶
対
に
や
め

ま
し
ょ
う
。

【
岸
壁
な
ど
で
釣
り
を
さ
れ
る
方
】

・
万
が
一
の
海
中
転
落
に
備
え
、

ラ
イ
フ
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
を
着
用
し
ま

10
分
間
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

献
血
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

　

移
動
献
血
車
が
来
町
し
、
採
血

業
務
を
行
い
ま
す
。

　

こ
の
機
会
に
多
数
の
方
が
、
献

血
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

月
日　

7
月
26
日(

金)

場
所
・
時
間

●
役
場
前

　
　

午
前
９
時
30
分
～
10
時
50
分

●
農
協
事
務
所
前

　
　

午
前
11
時
～
正
午
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海
上
保
安
学
校
学
生
採
用

試
験
（
京
都
府
舞
鶴
市
）

　

海
上
保
安
学
校
の
２
０
２
０
年

４
月
期
学
生
採
用
試
験
が
次
の
通

り
実
施
さ
れ
ま
す
。

■
受
験
資
格

①
２
０
１
９
年
４
月
１
日
に
お
い

て
高
等
学
校
又
は
中
等
教
育
学
校

を
卒
業
し
た
日
の
翌
日
か
ら
起
算

し
て
５
年
を
経
過
し
て
い
な
い
者

②
２
０
２
０
年
３
月
ま
で
に
高
等

学
校
又
は
中
等
教
育
学
校
を
卒
業

す
る
見
込
み
の
者

③
高
等
専
門
学
校
の
第
３
学
年
の

課
程
を
修
了
し
た
者
で
あ
っ
て
、

２
０
１
９
年
４
月
１
日
に
お
い
て

当
該
過
程
を
修
了
し
た
日
の
翌
日

か
ら
起
算
し
て
５
年
を
経
過
し
て

い
な
い
も
の
等
、
人
事
院
が
①
に

掲
げ
る
者
と
同
等
の
資
格
が
あ
る

と
認
め
る
者

■
受
験
申
込
み
受
付
期
間

【
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
】

　

７
月
16
日(

火)

～

　

７
月
25
日(

木)(

受
信
有
効)

※
人
事
院
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
専
用

申
し
込
み
ア
ド
レ
ス[http://

w
w
w
.
j
i
n
j
i
-
s
h
i
k
e
n
.
g
o
.
j
p
/

juken.html]

【
郵
送
・
持
参
】

７
月
16
日(

火)

～

７
月
18
日(

木)(

消
印
有
効)

■
試
験
区
分
・
種
目(

第
１
次
試

験)

【
船
舶
運
行
シ
ス
テ
ム
課
程
】

　

・
基
礎
能
力
試
験

　

・
作
文
試
験

【
航
空
課
程
／
情
報
シ
ス
テ
ム
課

程
／
海
洋
科
学
課
程
／
管
制
課
程
】

　

・
基
礎
能
力
試
験

　

・
学
科
試
験

■
試
験
日
及
び
試
験
地

【
第
１
次
試
験
】　

９
月
22
日(

日)

【
試
験
地
】　

札
幌
市
、
函
館
市
、

小
樽
市
、
旭
川
市
、
釧
路
市

■
問
い
合
わ
せ
先

第
一
管
区
海
上
保
安
本
部
人
事
課

（
小
樽
市
）

℡
０
１
３
４
・
２
７
・
０
１
１
８

まちの動き
６月１日現在（前月比）

世帯数　８３５世帯(＋２)

 人口 １, ８３６人(－２)

　男　　　８７９人(＋２)

　女　　　９５７人(－４)
（外国人含）

し
よ
う
。

・
で
き
る
だ
け
複
数
行
動
を
心
が

け
ま
し
ょ
う
。

・
車
で
釣
り
に
行
く
場
合
、
岸
壁

際
か
ら
離
し
て
駐
車
し
ま
し
ょ
う
。

・
立
ち
入
り
禁
止
場
所
で
の
釣
り

は
絶
対
に
や
め
ま
し
ょ
う
。

・
テ
ト
ラ
ポ
ッ
ド
に
登
る
こ
と
は

大
変
危
険
で
す
。
絶
対
に
や
め
ま

し
ょ
う
。

【
ボ
ー
ト
な
ど
に
乗
ら
れ
る
方
】

・
出
発
前
の
点
検
整
備
は
万
全
に

し
ま
し
ょ
う
。

・
見
張
り
を
徹
底
し
ま
し
ょ
う
。

・
海
上
交
通
ル
ー
ル
、
マ
ナ
ー
を

守
り
ま
し
ょ
う
。

・
ラ
イ
フ
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
を
着
用
し

ま
し
ょ
う
。

最
新
の
気
象
・
海
象
、
潮
汐
、
日

出
没
情
報
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で

留
萌
海
上
保
安
部
海
の
安
全
情
報

を
検
索
し
て
く
だ
さ
い
。

サ
マ
ー
ジ
ャ
ン
ボ
宝
く
じ

７
月
２
日
発
売

　

「
サ
マ
ー
ジ
ャ
ン
ボ
宝
く
じ
」

と
「
サ
マ
ー
ジ
ャ
ン
ボ
ミ
ニ
」
が
、

７
月
２
日
か
ら
全
国
で
２
種
類
同

時
発
売
さ
れ
ま
す
。

●
サ
マ
ー
ジ
ャ
ン
ボ
宝
く
じ
は
、

１
等
・
前
後
賞
合
わ
せ
て
７
億
円
。

１
等　

   

５
億
円
×
20
本

前
後
賞
各 

１
億
円
×
40
本

(

発
売
総
額
６
０
０
億
円
・
20
ユ

ニ
ッ
ト
の
場
合)

●
サ
マ
ー
ジ
ャ
ン
ボ
ミ
ニ
は
、
１

等
・
前
後
賞
合
わ
せ
て
５
，
０
０

０
万
円
。

１
等　

 

３
，０
０
０
万
円
×
40
本

前
後
賞 

１
，０
０
０
万
円
×
80
本

(

発
売
総
額
２
４
０
億
円
・
８
ユ

ニ
ッ
ト
の
場
合)

価
格
　
各
１
枚
３
０
０
円

発
売
期
間

７
月
２
日
（
火
）～
８
月
２
日
（
金
）

抽
選
日　

８
月
14
日(

火)

　

こ
の
宝
く
じ
の
収
益
金
は
市
町

村
の
明
る
く
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く

り
に
使
わ
れ
ま
す
。
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北竜町の事件・事故の発生状況（5月末現在）

犯罪の発生件数 交通事故の発生件数 町民が町外で
第１当事者となった
人身事故件数空き巣

事務所
荒らし

車上
狙い

暴行 その他 合計

2019年 ０ ０ ０ １ ０ １

2018年 １ ０ ０ ０ ０ １

人 身 事 故 物 損 事 故

2019年 ０ 2019年 28

2018年 １ 2018年 55

2019年 ０

2018年 ０

　

「
困
っ
て
い
る
人
を
助
け
た

い
！
」「
大
切
な
家
族
の
た
め
、

故
郷
の
た
め
！
」
北
海
道
警
察
の

仕
事
は
人
の
役
に
立
つ
や
り
が
い

の
あ
る
仕
事
で
す
。

　

ま
た
、
語
学
・
パ
ソ
コ
ン
・
車

や
バ
イ
ク
の
運
転
に
自
信
が
あ
る

な
ど
、
様
々
な
知
識
・
資
格
・
技

能
・
趣
味
を
仕
事
に
活
か
す
こ
と

が
で
き
ま
す
。

　

誰
か
の
笑
顔
を
守
る
た
め
、
受

験
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

採
用
予
定
人
員

　

２
０
０
名
程
度

受
付
期
間　

７
月
１
日(

月)

～

　
　
　
　
　

８
月
20
日(

火)

第
１
次
試
験
日

　

９
月
16
日(

月)

第
２
次
試
験
日

　

10
月
中
旬
～
11
月
上
旬

問
い
合
わ
せ
先

　

深
川
警
察
署
沼
田
警
察
庁
舎

　

℡
３
５
・
３
１
１
０

２
０
１
９
年
度

第
２
回
北
海
道
警
察
官

採
用
試
験
実
施
日
程
等

伐
ら
れ
ゆ
く
木
蓮
空
に
紫
紺
置
き 

　
　
　
　
　
　
山
本
玲
子

機
械
化
の
村
や
早
乙
女
み
な
老
い
ぬ 

　  

　
　
　
阿
部
れ
い
子

み
ま
か
り
の
日
ま
で
学
び
や
茄
子
の
花  

　 

　
　
吉
尾
広
子

郭
公
や
母
の
手
鍬
の
光
り
し
日
　 

　    

　
　
　
山
岸
正
俊

北
限
の
青
田
風
な
る
開
拓
碑
　 

　 

　
　
　 

　
　
山
下
好
晴

夕
立
風
急
ぎ
を
知
ら
ぬ
牛
の
群
　 

　 

　
　 

　
　
佐
光
久
美
子

時
の
日
や
農
民
カ
フ
ェ
の
大
時
計
　 

　  

　
　
　
杉
本
隆
文

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
忘
れ
な
草
の
花
盛
り
　  

　 

　
　
高
田
紀
子

■
お
悔
や
み
申
し
上
げ
ま
す

和
本
町　

福
嶋 

和
子 　

氏 

67
歳

　
　
　
　

 　
　
　
　

 

（
５
月
21
日
）

和
本
町　

辻 　

晃
俊 　

氏 

73
歳

　
　
　
　

 　
　
　
　

 

（
６
月
１
日
）

板　

谷　

坂
井 

荘
壱
郎 

氏 

67
歳

　
　
　
　

 　
　
　
　

 

（
６
月
４
日
）

和　
　
　

川
村   

武 　

氏 

85
歳

　
　
　
　

 　
　
　
　

 

（
６
月
６
日
）

生
前
の
お
礼
と
し
て

　

社
会
福
祉
協
議
会
へ

　

  

和　
　

  

小
坂 

晶
子　

 

様

　
　

和
本
町  

福
嶋 

幸
一   

様

　
　

和
本
町  

辻　

 

百
合
子 

様

　
　

和　
　

  

川
村 

栄
子　

 

様

　
　

板
谷　

  

坂
井 

雅
子　

 

様

　

次
の
通
り
、
夏
の
交
通
安
全
運

動
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

■
運
動
期
間

　
　

７
月
11
日(

木)

～

　
　

７
月
20
日(

土)

■
運
動
重
点

　
・
飲
酒
運
転
の
根
絶

　
・
ス
ピ
ー
ド
ダ
ウ
ン
と

　
　
　
居
眠
り
運
転
の
防
止

　
・
全
て
の
座
席
の

　
　
　
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
着
用

全
員
の

ベ
ル
ト
の
カ
チ
ャ
リ
が

ゴ
ー
サ
イ
ン
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　お子さんやお孫さんが誕生した時、旅行のために、一眼レフやデジタルカメラを購入しませんでした

か？ 毎日何気なく見ている北竜町の綺麗な風景や、可愛い子ども達の笑顔をカメラで撮影して応募し

てみませんか？　町では来年のカレンダーに掲載する写真を募集しています。みなさんからの応募をお

待ちしています！

　■応募期間　令和元年１１月２９日(金)まで

　■応募方法　データにより応募をお願いします。ＣＤ・ＤＶＤ・メール等

　　　　　　　３ＭＢ以上１０ＭＢ以下の画像ファイル（ｊｐｇ)でお願いします。

　　　　　　　メールの場合は容量上限が１０ＭＢのため、１作品１通でお願いします。

　■記載事項　応募する際に、氏名(フリガナ）、年齢、撮影日時、撮影場所、住所、電話番号、

　　　　　　　メールアドレス、コメント(撮影した時の状況や気持ちなど）を記載願います。

　■応募規定　一人何点でも応募できます。組み写真は不可。未発表作品。被写体が人物の場合は

　　　　　　　被写体の了承を得ていること。

　■応 募 先　【郵　送】　〒０７８－２５１２ 北竜町字和１１－１ 北竜町役場企画振興課広報統計係

　　　　　　　【メール】　info@town.hokuryu.hokkaido.jp

といろの北竜と笑顔の写真大募集!!

受付　令和元年８月１６日（金）まで

令和２年度 空知総合振興局管内
町職員採用資格試験

　試　　 験　　 日　　令和元年９月２２日(日）

　試　 験 　会 　場　　岩見沢市　ホテルサンプラザ

　試　 験 　区 　分　　一般事務職の上級及び初級

　受　 験　 資　 格　　上級　平成４年４月２日から平成１０年４月１日までに生まれた者

　　　　　　　　　　　初級　平成１０年４月２日から平成１４年４月１日までに生まれた者

　試　 験　 方　 法　　第１次試験　上級　　教養試験、論文試験

　　　　　　　　　　　　　　　　　初級　　教養試験、作文試験

　　　　　　　　　　　第２次試験　第１次試験合格者は「採用資格候補者名簿」に登載され、

　　　　　　　　　　　　　　　　　就職希望町ごとに第２次試験（面接）を実施する。

　申込書の請求先　 空知総合振興局管内の各町役場総務課又は空知町村会に請求して下さい。

郵送による場合は、１２０円切手を貼った宛先明記の返信用封筒

　　　　　　　　　　　（Ａ４版が入る大きさ）を必ず同封し、請求して下さい。

 　　　　　　　　　　　　 《役場住所》　〒０７８－２５１２

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　雨竜郡北竜町字和１１番地１　北竜町役場 総務課

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　TEL ０１６４－３４－２１１１
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令和２年度 北竜町職員（消防職）
採用資格試験募集要綱

１．受 付 期 間　　令和元年７月１日（月）から令和元年８月９日（金）まで（必着）

２．第 １ 次 試 験 日　　令和元年９月８日（日）　午前　８時３０分

３．試 験 会 場　　北竜町役場　（雨竜郡北竜町字和１１－１）

４．募集職種及び人員　　消防職員　１名

５．採 用 年 月 日　　令和２年４月１日

６．受 験 資 格　　

　　１）高等学校卒業以上の学歴を有し、身体強健で採用となった場合、北竜町内に居住できる者

　　　　① 大学を卒業した者は、

　　　 　　平成７年４月２日から平成１０年４月１日までに生まれた者（卒業見込み含む）

　　　　② 短大、高校を卒業した者は、

　　　 　　平成９年４月２日から平成１２年４月１日までに生まれた者（卒業見込み含む）

　　２）普通自動車免許取得後２年以上経過する者（令和２年４月１日現在）

　　３）視力０．７以上（矯正視力可）で赤色、青色及び黄色の色彩が識別できること

　　　　※ただし、日本国籍を有しない者、

　　　　　又は地方公務員法第１６条のいずれかに該当する者は、受験できません。

７．試験方法

　　１）第１次試験　　・教養試験、適性検査、論作文試験 （試験終了予定時間　１３時００分）

　　２）第２次試験　　・面接試験、体力試験 （第１次試験合格者に対して１０月中旬以降実施予定）

８．申込書の請求先

　　・北竜町役場総務課に請求して下さい。

　　・郵送による場合は、１２０円切手を貼った宛先明記の返信用封筒（Ａ４版が入る大きさ）を必ず

　　　同封し、請求して下さい。※ 消防 と明記し請求してください。

   　　《役場住所》　〒０７８－２５１２　北竜町字和１１番地１　北竜町役場 総務課（消防採用試験）

　　　　　　　　　 ℡０１６４－３４－２１１１

９．申込方法及び申込先

　　・申込書・受験票・履歴書・運転免許証の写しを北竜町役場総務課に郵送又は持参し提出して下さい。

　　・受験票は後日送付しますので、必ず住所・氏名・郵便番号を記入し、６２円切手を貼った上で

      提出して下さい。

　　・第１次試験当日、必ず受験票の所定欄に写真を貼って下さい。

10．その他

　　・受験の際には、ＨＢ等の濃い鉛筆を使用しますので、忘れずにご持参下さい。

　　・試験当日に、携帯電話等は、ほかの受験者の妨げになるので持込を禁止します。

　　・その他、不明な点は北竜町役場総務課にお問い合わせ下さい。
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朝
夕
の
自
転
車
通
勤
の
時
、
行

き
も
帰
り
も
向
か
い
風
で
す
。
強

い
風
が
春
か
ら
続
い
て
い
ま
す
。

勘
弁
し
て
ほ
し
い
で
す
。

　

以
前
も
こ
の
欄
に
書
き
ま
し
た

が
、
年
々
お
天
気
の
荒
れ
具
合
が

ひ
ど
く
な
っ
て
き
て
い
る
よ
う
で

す
。
全
国
で
も
風
水
害
が
毎
年
の

よ
う
に
起
こ
っ
て
い
ま
す
。
当
地

で
大
き
な
災
害
が
起
こ
ら
な
い
こ

と
を
祈
る
ば
か
り
で
す
。

　

さ
て
相
変
わ
ら
ず
の
診
察
室
で

す
。
い
や
い
や
変
わ
り
が
あ
り
ま

し
た
。
上
下
消
化
管
内
視
鏡
検
査

装
置
（
胃
カ
メ
ラ
と
大
腸
カ
メ
ラ

の
事
で
す
）
が
新
し
く
な
り
ま
し

た
。
以
前
の
機
械
も
十
年
以
上
使

用
し
、
活
躍
し
て
く
れ
ま
し
た
が

故
障
や
不
備
が
た
く
さ
ん
出
て
き

て
メ
ー
カ
ー
に
相
談
す
る
と
修
理

不
能
と
の
返
答
で
買
い
替
え
と
な

り
ま
し
た
。

畳
と
何
と
か
は
新
し
い
方
が
良
い

（
自
分
は
そ
う
は
思
い
ま
せ
ん
）

と
言
い
ま
す
が
内
視
鏡
も
素
晴
ら

し
い
で
す
。

　

小
型
軽
量
化
さ
れ
て
い
る
の
に

画
像
は
大
き
く
鮮
明
で
い
ろ
ん
な

技
も
つ
い
て
い
ま
す
。（
一
番
廉
価

版
な
の
で
す
が
）
検
査
も
ス
ム
ー

ズ
で
時
間
も
短
縮
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

お
な
か
の
症
状
が
あ
り
、
検
査

を
希
望
さ
れ
る
際
は
お
気
軽
に
お

声
掛
け
下
さ
い
。（
宣
伝
終
了
）

　

さ
て
診
察
室
に
戻
り
ま
す
。

診
察
の
合
間
に
世
間
話
も
し
ま
す
。

高
齢
の
方
だ
と
話
の
流
れ
で
「
い

つ
お
迎
え
が
来
て
も
よ
い
」
な
ん

て
台
詞
が
で
ま
す
。
ホ
ン
ト
に
覚

悟
で
き
て
い
る
の
か
？
聞
い
た
こ

と
あ
る
、
知
っ
て
い
る
だ
け
じ
ゃ

ダ
メ
だ
ぞ
と
、
以
前
な
ら
問
答
が

続
い
て
い
た
の
で
す
が
、
最
近
で

は
新
し
い
バ
ー
ジ
ョ
ン
に
代
わ
り

ま
し
た
。

　

男
女
と
も
に
寿
命
が
延
び
た
の

で
、
そ
う
簡
単
に
お
迎
え
は
来
そ

う
に
あ
り
ま
せ
ん
。

「
お
迎
え
は
ま
だ
来
そ
う
に
も
な

い
よ
。
そ
れ
よ
り
お
む
つ
替
え
が

来
て
も
い
い
よ
う
に
覚
悟
し
て
お

い
て
」

た
だ
の
駄
洒
落
の
よ
う
で
す
が
言

い
得
て
妙
で
す
。

　

歩
け
る
方
で
も
寝
た
き
り
の
方

で
も
中
高
年
に
な
る
と
ど
う
も
下

の
働
き
が
悪
く
な
る
よ
う
で
す
。

チ
ョ
イ
漏
れ
か
ら
自
由
放
出
（
垂

れ
流
し
）
ま
で
様
々
で
す
。

ご
本
人
が
気
付
か
な
い
場
合
も
あ

れ
ば
、
気
付
い
て
い
て
も
ひ
た
隠

し
に
す
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

現
在
は
様
々
な
場
合
に
適
応
す
る

良
い
成
人
用
お
む
つ
が
沢
山
あ
り

ま
す
。
御
当
人
や
ご
家
族
も
お
む

つ
に
は
避
け
た
い
物
、
忌
み
嫌
う

べ
き
物
な
ど
マ
イ
ナ
ス
の
イ
メ
ー

ジ
が
多
い
と
思
い
ま
す
が
、
往
年

の
歌
手
や
俳
優
さ
ん
が
Ｃ
Ｍ
で
も

宣
伝
し
て
い
る
よ
う
に
早
い
時
期

か
ら
使
用
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
高

い
社
会
性
を
維
持
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

　

お
む
つ
の
ネ
ー
ミ
ン
グ
が
チ
ョ

ッ
ト
い
か
ん
ね
。
マ
イ
ナ
ス
イ
メ

ー
ジ
を
払
拭
す
る
よ
う
な
新
名
称

は
な
い
か
な
？
ど
な
た
か
良
い
案

は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

　

ち
な
み
に
語
源
と
し
て
は
赤
ち

ゃ
ん
の
産
着
の
「
む
つ
き
」
か
ら

変
化
し
た
と
い
う
説
や
、
一
反
の

さ
ら
し
か
ら
「
お
し
め
」
が
６
枚

取
れ
て
「
お
む
つ
」
と
な
っ
た
と

い
う
説
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

　

ん
？
６
？
ロ
ク
？

「
も
う
俺
、
先
週
か
ら
【
ロ
ッ
ク
】

始
め
た
ん
だ
」

「
俺
は
前
か
ら
【
ロ
ッ
ク
】
し
て

る
ぜ
。
い
い
ぞ
、【
ロ
ッ
ク
】は
！
」

な
ん
て
ね
。

診療所長　浦本幸彦
Ｎｏ．２５１

カメラとロック

北竜町立診療所

休診日のお知らせ
　７月１０日(水)、７月３１日(水)は、午後３時より浦本先生が深川市

において介護認定審査会に出席のため、午後は休診となります。

　また７月１９日(金)終日、７月２２日(月)終日も休診となります。
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北竜町教育委員会

ひまわり大学入学式・５月講座を開催

　５月１６日に「ひまわり大学」の入学式及び５月

講座を公民館にて行いました。今年度の入学者は昨

年度を上回る７０名でした。

　入学式後の５月講座は昨年度も好評だった旭笑長

屋を講師としてお呼びし、健康落語と題して落語を

披露していただき、会場は笑顔と拍手に包まれました。

春のフットパス

　５月１１日、１２名の参加のもと春のフットパス

を実施しました。当日は少し肌寒い気候でしたが、

約１０ｋｍのコースを爽やかな春の風を感じながら

歩き、目的地の金比羅公園では満開の桜を見ること

ができました。

　９月２８日には秋のフットパスを予定しています

ので皆様の参加をお待ちしております。

図書館から新刊のお知らせ
・シーソーモンスター　　　　　　 伊坂　幸太郎

・余物語　　　　　       　　　　西尾　維新

他多数の図書が入りましたのでお知らせします。

　５月２５日に今年度最初のふれあい事業を開催し

ました。参加者は推進委員さんに教えてもらいながら、

野菜の種まきや農園の石拾いを行いました。

　また、サプライズでノースドラゴンが登場し、一

緒に農作業を手伝ってもらうなど、子ども達は大い

に盛り上がりました。

子どもと高齢者のふれあい事業
「開講式・ふれあい農園種まき」を開催

＜ふれあい推進委員＞

中村 静雄／藤信 元子／南 洋子／中村 美恵子

滝本 キミ子／川本 冨美子／瀧本 勇／木村 照子

高橋 雅子／山下 好晴／大脇 明子／藤井 明雄

岩本 利男／平松 波子（順不同／敬称略）

　

公民館・改善センター
図書館・郷土資料館の休館日

図書館・郷土資料館の開館時間

7月1・8・15・22・29日（毎週月曜日）

火～土曜日 9:00～18:00 日曜日 9:00～17:00

月 日 行　　事　　名 場　 所 時 間

7/2 （火）北空知中体連大会（～7/3）

7/7 （日）第23回北竜町議会議長杯PG大会 ひまわりPG場  8:15～

7/11（木）
ひまわり大学見学旅行

「富良野方面」
 8:50～

7/12（金）北竜町交通安全の日町民集会 公民館 10:00～

7/13（土）
こどもと高齢者のふれあい

事業「見学旅行」
深川市  9:00～

7/15（月）
川はともだち！わんぱく夏

まつり（水の安全教室）
10:30～

7/20（土）第33回ひまわりまつり（～8/20）ひまわりの里

7/21（日）第55回北商ロードレース大会  9:30～

7/26（金）小中学校終業式 小中体育館

7/27（土）

第29回北竜町教育長旗争奪

北空知少年野球大会（～7/28）
町営野球場  8:30～

和・碧水郵便局長杯PG大会 ひまわりPG場  8:15～

7/28（日）北竜町NPOひまわりPG大会 ひまわりPG場  8:15～

7/29（月）

初心者水泳教室（～7/30）
B&G

海洋センター
13:00～

中級者水泳教室（～7/30）
B&G

海洋センター
14:00～

7/31（水）水中レクリエーション
B&G

海洋センター
 9:30～

生涯学習カレンダー
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皆様お気軽に町長室にお越し下さい。

７月の町長室開放デーは、１８日（木）です。
午前１０：００から１２：００まで　　午後２：００から４：００まで

今期、各団体の改選に伴い、佐野町長が以下の職に就任致しました。

今後とも、安全・安心なまちづくりに努めてまいります。

佐野町長とのふれあいプロジェクト

・空知町村会副会長

・北海道町村会理事

・北空知町村会長

・北海道市町村備荒資金組合議会議員

・一般財団法人北海道町村振興財団評議委員

・北海道市町村総合事務組合議会議員

・北海道国土調査推進協議会理事

・北海道治水砂防海岸事業促進同盟評議員

・北海道水源林造林協議会理事

・北海道国民健康保険連合会理事

　町では地域特産品づくりを応援するため、地域の豊富な農産物を活用した新たな特産品づくりに

チャレンジする団体や個人に対し、開発に要する経費の一部を補助する「北竜町地域特産品開発支

援事業補助金」を創設しました。

～ 町の農産物を活用した新たな特産品の開発、販路の開拓を支援します ～

【問い合わせ先】　役場産業課農業振興係　℡３４－２１１１

北竜町地域特産品開発支援事業

■補助対象者

　・町内に住所を有する者　　・町内に事業所を有する個人又は法人

　・町内に住所を有する者により組織する団体

■補助対象事業

　地域特産品を新たに開発し、商品化する事業　

■補助対象要件

　・地域特産品の開発・販売等の事業を継続して行うことができると認められること

　・町税等を滞納していないこと

■補助金の額

　補助対象経費の３／４以内（上限５０万円）　※同一年度内に１団体１個人につき１事業

■補助対象経費

　・特産品の開発及び販売等に要する経費　・特産品の品質等の検査に要する経費

　・開発に必要な機械装置等の購入又はレンタルに要する経費

　・特産品開発のための研修会等に要する経費

　・パッケージ等のデザイン製作に要する経費　・試食会、商標登録等に要する経費


